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Rec ・nstructi ・ n ・f　M ・t・ r　Ship ‘‘Yasuka “
’
a 　Maru 　

”
　EX ．‘‘M ，　S．　Silver　Cyp ・ess，

”Rest・red

　　　to　Perfect　Cendition　after　being　Comp1etely　Dan ユaged 　by　F｛re 　and 　Aba ロ doロ ed ．

By　J．　Masaki，　K
’
ogaJ ；u ．9・i

，
五kmber　

；H ．　Kayasima，　k
’
ogakttsi ， 丑fenzbcr．

　　　Twin　screw 　motor 　ship
‘‘Si1ver　Cypress”

of　6
，
710　G．　T．　and 　7，000　B．H ．P．　was 　buil七

in　1930　by 　Harland ＆ Wo1任 at 　Belfast，　Ire1跏 d，　as 　 an Ψ to−date　 ca　rg” o　boat　 aud 　 was

Placed　i1ユ the 且eet 　of　the　Silver　Line　Lもd．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．

　　　Whi ！e　lying　at 　anchor 　 outside 　the 　harbour　 of　Ma 丑 i【a，　in　January ，1937　a　fire　 broke

out 　in　her　engine 　room 　an （I　spread 　to　the　cargo 　stowed 　iロ the　hold　im皿 edia もely 　forward

of 　 Ule　engine 江oo 皿 ．　 Moreover，
　the 丘re　swep も into　the　 aft　holds　engine 　room ，　and 　con 「

tinued 　for　seve ロ dayS
，
　destroying　the 　entire 　 cargo ．

　　　After　the　fire　 was 　put　 ou 右
，
　it　was 　found　that　all　of　もhe　decks，　deck　houses，　shell

plate3　a ロ d　equipmentS 　on 　afs 　hali　of　tbe 　 ship 　weB
・
e 　completely 　 burned　 beyond　 repair ．

1且 tlle　engine 　room ，　the　main 　 motors 　 were 　hQpelessly　damaged 　from 　bed 　to．　 cylinder

head ； every 　p乱比 o正babbit　meta1 乱t　rubbing 　 surface 　was 　found　 to　have　 melted
．
； and

fUrther　 m ・ re 　all　t　he　auxiliary 　machineri 〔s．，the　dynamos 　an 弖 arm ・ ured 　cables ・

　　　BecaU5e 　of 　the　extensiveness 　and 　the　serious 　nature

』
of　the　damage 　as 　白xplained

above ，　the　underwriters 　had 　uo 　 a1 もernative 　but　to　condemn 　the　ship 　 and 　 she 　 was 　 sold

to　a　scrap 　dealer　who 　towed 　the　hulk　to　Japan．　 Later，　iもwas 　purchasedby 　the　Kawa ・

saki 　Kisen 　Kaisba 　who 　 made 　a　mos む thorough 　investigation　of 　the　matter 　and 　decided

to　haiKコ the　hulk　repaired ．

　　　As 　new 　steel 　a 亘d　iron　were 　not 　so 　readily 　available 　in　 Jap加 then 　as ！ロ ordi ロ訂 y
thme ，　every 　effort 　pessible “

・
as 　made 　to　recover 　the　damaged　material 　for　use 　in　the

reconstruction 　work ．　 Alli・ もhe　damaged 　 main 皿 otol
・
s　 and 　 auxiiiary 　 mftchi ロ eries 　were

repaired 　without 　exeeption ．　 It　 took　20　months 　to　 complete 　 the　 repairs 　 but　now 右be

Bhip 　is　in　excelien も condition ，　both　he：　huU　and 　苴皿 achinery ，　 and 　is　employed 　in　the

8ervice 　between　Japan 　and 　A 皿 erica ．

）

）

）
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7） 主 機臺板 の 修理

8） 曲肱 軸 の 修理

9｝ 気箭蓋

101 推力軸 の 修理
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　靖 川 丸 要 目 表

　　　　　　　　前船名
“ silve・c ∫P ・es ・

”

　 　 　 　 　 材料及 構造 　 鋼製遽浪 甲板船

　　　　　　・ 礁 輾 　 ・ 礁 瀞
船 ・ 糶蠶龍 ＿ d．

灘 聯
  掘 ’ 踟

　　　　　　　　　　　　　　■

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主 機 闘 主 要 目

型 式 Harland　Wo 匠 B ．＆、　 W ．四 行程 單動 空 気噴射 式 重 油 機 關 2 基 　 気篤直徑 746 　m 皿

　気箪 の 敷 各 6　　行 長 1、500 粍 　　馬

「
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1塑 講

　 名　　稱

發電機

蒸気罐 コ ク ラ ン 型

脚荷喞 筒

主 冷 却喞筒

雜用 喞筒

燃料油移動喞筒

汽罐瞶燃喞筒

清永 移動喞筒

冷 凍 機

主 噴射空気瓶

補 助復 水器

　 大 さ

100KW ．

100 ポ ン ド

38 耳．P ．

37H ．P ．

　8H ．P．

8H ．P．

0・5H ．P．

3H ．P ．

補 　機 　主　要 　 目

冷 却 面 貸 120 李 方 呎

數

41111121141

　 名　　稱

補助 空気圧搾 機

排気罐

淦 7k 喞 筒

補助融 卿 筒

清 淨 油喞 筒 ・

給 小卿 筒 （Weir 式 ｝

潤 滑 油囃筒

冷 凍機 冷 却 水喞 筒

起動 空気槽

蒸溜機

損 傷 の 1伏況 及 修 理 に 至 る ま で

　 大 さ

lo「o　｝｛．P．

100 ボ ン ド

13 工1．P．

　 4H ．P．

1・5H ．P ．

　 　 35H ．P．

　 　 0・5H ．P ．

　　72 立 方IN

5 噸 （1 時 間 に 付 ）

臺數

111122131

　本船は原名 を．Silvercypressと稱し ユ930 年．英國 Harland 　NVolff　Ltdv　Belfastに て 製造 され：
Lloyd，s　loo・AI の class を持ち 、當時に於 て は同國の 優秀貨物船の

一
に し て 、所謂 Silverlineの 南

洋航路 に使用 され しもの に て 姉妹船 4 隻 あ り。

　 聞 く所 に よれ犀、1937 年正 月 Manila 港外に 於 て ．機 關室 よ り發火 し、極力鎭火に努めた る も同

室内に て 消 し止 む る こ と能 は す、邃に機關室は勿論そ の 前方 の 第 3番 鱠 口 附近 及機關窒 よ り後方の 全

般艙 の 貨物 を全 部燒 き．叉 艇部操舵室附近 に 相當量 の 貯 藏油有 りし由に て 、之 をも全燒 し、燃えるも

の は邃 に 一物 も殘 さす 燃え蠱 して 鎭火 した 。 鎭火後 Maniia の Navy　Doek に 入れて 檢査 を行ひ し

に 、船體は機關室後部直後 に 於 て 上方 に 彎曲 し、btern 　frame 附近 に於て は base　line よ り約 3 呎

上方に 持ち上 り． 各甲板及外板は大損傷 を蒙 り し に よ り、ff　alvage 　Association の 代表 と して 之を 檢

査せ し某氏は、本般を修理 す る とすれば機關室の 前方 に て 船體 を切 り、之 よ り後部 を全 部新造 し、機

關室内 の 主機 及補機 、副罐等全部新製取替 、且操舵機及火災部に あ りし揚貨機全部 を新替する必要あ

り と認 あた りo 　　 　　　 　　 　　 　　　 　　 ．　 　　 　　 ．　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　 ・

　 ζれで は船全體 を新製す る方が
、

む し ろ e ⊂onomical と考 へ total　loss と斷定せ り。

　 さて 、當時 日本 は屑鐵 を非常に多量輸入す る必要 あ り、本般 も解體 して 屑鐵 となすため ．大阪の 其

商 人の 手 に よ り日本に 輪入 さ れた の で あ る 。 所が 、日本の 船腹が 非常に 不足 を來 して ゐた時で 1何 と

か し・て 艢 を増加 させ た い と云 ふ事が
一
般の 希望で あ っ たが、各造船所 は薪造船で 滿腹に て 、急

．
に 般 を

造 る と云 ふ 事 は困難だ つ た の で 、本般 を修理 し て使用 する こ と は出來な い だ ら うか と考 へ る人 も出て

來た 。 聯戸 の 川崎汽1株式會杜で は之 を修理 出來る もの と して 買取 つ て 、
’
方 々 の Diesel　gngine　ma

・・

ker に修理 を依頼したが 、 何分新造船 に て 繁忙の 時で あ るか ら．こ んな面倒な般の修理 を引受 け よう

と云 ふ もの は な い 。 そ こ で私達 の 工 場に 向つ て Diesel　engi ロe は製造 して ゐ な V ・が ．今迄に相 當大修
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理 をや つ て ゐ る か ら、本船 もや つ て 貰 ぴ た い と言 つ て 來 られた 。 さ て 船體 は と に か く、機 關 は之 を修

理す る と云 ふ 事 は取 り も直 さす新造す る や うな もの だか ら、これは並大抵 の こ とで は 出來な い と考 へ

たの で 、一旦 は辭退 したが ．是非引受け う と言 はれたの で 引受 け る事 に した。 私達は火災に 關する損

傷 に就い て は 、何人 もさ う經驗に 富ん だ 人 は無 い と思ふ 。 修理 す る立場 の 技 師 も、之を檢査す る檢査

官 も、又 之 を使用 す る船の 機關士 も明確に良 、不良 を斷定す る こ とは極 めて 困難 な事 と思ふ 。

　それで 相當 の 狂 ぴ を生 じた る部 分 も、先づ如何 に した らば之は使用出來 る か ．何故 に之 を使用す る

こ とが 危險で あ るか ．と云 ふ 事 を先 づ 研究 して 「使用す る事は危瞼な り」 と云 ふ 確證 の あ る もの 以 外

は ．相當の 歪 、變形 等が 有 る も、此 の 變形 の 場所 に修理 を加 へ て 之 を使用 し、水 圧檢査 の 出來 る もの

は水圧檢査 を行ぴ、如何 に せ ば此 の 歪 や變形 を來せ る もの が安心 して 使用出來るか と云 ふ 事 を研究 し

て ．出來る だ け舊品 を使用 して
． 修理 を完成 して 見 よ うと考へ た 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　火 災 に 就 い て

　火災 は ，機 關室 に て 如何に し て 起 つ たか と云 ふ 記録が は つ き りし な い が ．左舷發電機 附近 よ り發火

した と言 はれて ゐ る 。 發火 した場所附近 に は 、 pu　ified・il　pumP ，　fuel　oil　pur ；fier
，　lubrieating　oil

pump ，
　fuel　oil　transfer　pump 等 油に 關係 した もの 多數設 置 し あ り、之が た め相當量 の 油が床 上 に

va出し居 りた る ため ．之 rc引火 し て 火災 とk つ た もの と思 はれ る ・5（tw關室 よ 撥 火せ し た め濃 電

機 を直ち に 休止せ し もの 曳如 く．た め に pump 等は使用 出來 ざ りし もの S 如 し 。 − 利 式消火裝置 あ

りし も間 に 合 はざ りし もの と思は る 。

　さ て 機關室内の 火 焔は 、 上 に 出よ う と 云 ふ 傾 向を有 す る爲 、一部 は eng 　ine　room の skylight
，　

ven −

tilator 等 よ り上 に 出で ．叉
一蔀は横 に 走 り主煙突 よ り上 に拔 けた もの と推定 される 。 又 火災 の 途中

機關室後部 中段に ある燃 料油の settling 　tank に 引火 し ．此 の 油が
一種 の 小爆發の 形 を取 り、槽内の

油 は全部外部 に 溢 出し，之が 火 の 海 と化 し附近 の もの に 大損傷を與へ た る もの と思 は る 。

　機 關室は
一面火 とな りた る も、焔は上方 の 口 よ り外ic出よ う とす る爲 ．室気の 入戸少 な く機關室内

に て は不完全燃燒 をな し．瓦斯體が充滿 して ゐた もの と思は る 。 從つ て 機關室内の 温度 も、場所 に よ

り其の 差大 な り。

場所 vaよ りて は 1
，
200 ° C 以 上 に 逹 し．鑄鍬 青鍬 銅線等此 の 熱 の た め vats解せ る も の あ り・又

場所に よ りて は 150 °C 以 下 に て 白色合金 も熔 解せ ざる場所 あ り。

　通風筒、煙突の 内部 は 1
，
100° C 以上に 達 した りと思 はれ る 。 4 面 的 に 昆れば 、左舷後部發電機附近

及後部 推力軸 承附近最 も高 し。 左舷主機關の 推力軸承用 pad の 白色合金 は熔解 し居 る も、右舷 の そ

れ は熔解せ す ． 其他般體 の f・・m ・ 等 の 曲 妨 よ bE る も左舷側の 方右舷側 よ 媼 度高 し ・

　先づ tank　top の 附近 に て は 100 ° C な り。 それ よ り、12 呎上に て は 300°C
、
24 呎 上 に て 500° C

に て
． 特 に 室気 の 入 ロ 等流通 の 良 き所 の み ユ

，
000 °C 以上に逹 レた る もの 曳如 し 。 主機 關 の c ．osshead

中 の 潤滑油の 通路 中に は、crosshe 姐 brass の 白色合金熔 け込み ．そ の 中に て 固 り居 れ り。 ヌ發 電機
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の 燃料算中に は 、途 中の 管系 の 砲金 の 奪が熔解し て 、管中を慂過 して 弁の 中迄 も、 熔解せる砲金が流

れ込 み居
・
た る 場所 もあ りた り。

　火災が機關室外 に 出で 、荷物に 及ん で か らは普通 の 火事と同 じく、 盛ん に燃 え此 の 熱の ために船體

に大損傷を及ぼ し た もの と恩はれ る
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　船 髏　の 修 理 　　　　　　　　　　 一

　（イ） 材料
Z 一

火 災損傷を受 けた部分 の 鋼材 は、殆 ど全面的に歪 を生 じたる も．資材不足 の 折柄出

來るだけ修理再使用 する方針に依 り．損傷の 烈 しい 種 々 の 鋼 材か ら試驗片 を取 り材料試驗を行つ た 。

結果は次 表に 示 す如 く大體 に 於 て 、其 の 強力 に 就 ては再使用可能 と認 め られ た 。

材 料 試 驗 成 績 表

1

試　験　片

外　　　板

2．　 主 　肋　骨

3，　 遮 浪 甲 板

4．　 遮 浪 甲板 梁

5．　 上 　 甲　 板

6．　 上 甲 板 梁

揚　所

　 縱

　 横

ウ，t プ

フ ラ ン ヂ

　 縱

　横

ウ ＝ プ

フ ラ ン ヂ

　 縱

　 横

ウ z プ

フ ラ ン ヂ

抗 張 力 丁1ゴ ’

　 26・6

　 26・4

　 25・8

　 20・9

　 2」・6

　 26・4

　 25・3

　 26・5

　 26・0

　 26・1

　 26・1

　 25・8

伸 長 峯 ％

　 30

　 27

　 28

　 22

　 28

　 29

　 2s

　 26

　 27

　 27

　 26

　 2G

屈 曲 試 驗

　 　 良 　、
　 　 〃

　 　 〃

　 　 〃

　 　 〃

　 　 〃

　 　 〃

　 　 〃

　 　 〃

　 　 〃

　 　 〃

　 全 面的 に 歪 を生 じた鋼 板は 、工 作上修理 困難 で あ る故、殆 ど全部 新規 の もの と取換 へ たが 、型 鋼類

は之を修理 し て 使用 出來 る と信 じた る に よ り．出來る だけ再使用 した 。 但甲板梁の 如 く長尺で 曲 りの

多い もの は全部 equivalent 　stvength の もの で 新換 し た 。

　（ロ ） 船型復舊工 事一
昭 和 ユ2 年の 夏本般が大阪に 入港せる時、現場に て shelter 　deek　sheer 　line

を調査 した る に ．約 30 吋 saggihg して 居 る事 を知 つ た。同年 の 暮 ，横濱に曳航し來 り．翌年 2 月

1 日、淺野船渠に 入渠せ し め 七檢査 し た る に 、船體 の 前牛部 に は異歌な く、base　lineは機關室後部 よ

り折れ．兩 垂 線間 に て 約 14 吋 sagging し て ゐ た 。 其 の 儘淨 し て 出渠 し た時は、　sagging は元に 戻 り

約 20 吋 となつ た 。 繋船 して 損傷せ る部分 を取外 し、7 月 20 日更に 入渠 した 時 に は sa ：；gin9 は約

8 吋 に 減 じた 。

　斯 くの 如 く deeking する事 に 依 1）　．　sagging の 變形 は次 第 に 減 じた る故、船體 の 前牛 部 を 固定 し

置 き・機關室兩舷の 外板 を取外 し．後部般體 を支 へ る kee1　block
，
　shore 等 を徐 タ に 加滅 し て base

line を下 げ 、逾 に 前部般鱧 の base　Iine と全 く同 L一線上に復 す る5 とが 出來た t，
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　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　火 災損傷船靖川 丸 の 修理 に 就 い て 、 正 木壽郎・萱島英男　　　　　　　　　　　”g

　以 上 は船 の 前後の 曲 りに 就 て 述 べ た の で あ るが 、本船は又左右 k も捩れて 居た。即 ち船體 の 後牛部

は艇部に て 右舷 に 捩れ ．shaft 　 braeket に 於 け る shaf 七 centre の 位置 は、左舷 は右舷 よ り 1蜑吋上 つ

て 居た 。 此 の 捩れ を直す爲め に
、 上 に述 べ た後部般體 の 下降調整中rc

． 艇部兩舷を支 へ る shore （24
’t

× 24’t 各 2 組）の wedge を加滅 して 復舊する 事が 出來た 。

　（ハ ） 修理 工 事
一一

船型 が復舊 した る後の 修理 工 事 は ．別に難工 事 も無か り し が ．型鋼 を成可 く修

理 再使用 した る爲め、長 さ の 伸縮に 依 り鋲孔 に 不揃 ぴ を來 し t 爲 めに 鋼板 を犧牲 に した る場合 もあつ

た 。 又改造、模樣替等 も相當 あつ た 。

　本船 は屑 金 と して 購入 され た もの 故 、屬具 、備品等は殆 ど無 く．全部薪船同樣 に新調 した。
・

　　　　　　　　　　　　　　　 船 體 の 主 な る 修 理 工 事 表

1．　 外 板

2．　 正 　 肋 　 骨

3．　 中 聞 肋 骨

4．　 遮 浪 甲 板

5．　　 遞i浪甲坂梁

6．　 上 　 甲　 板

7．　 上 甲 板 梁

89m11

皿

1314E

鷲

皿

Bn

遮 浪 甲板 縱 桁 及 梁柱

上 甲板縱 桁 Jk梁tt

　新　換

取 外 し修 理

現場修理

取 外 し修理

　 新　換

取 外 し修 理

　 薪　換

取外 し修理

現揚 修 理

　 新　換

取 外 し修理

　新　換

取 外 し峰理

現 場 修 理 　　
’

　新　換

取外 し修 理

三 番舶 ロ よ り船尾 迄

rJLIas及 五 番中聞 獪

主 隅壁 、 肋 骨番號 39 呑及 G7 番

中間 隔壁 　
’v
　　 l8 番 ，20 番及 39 番

機關室園壁及 天 窓

機 關 室 園 の 甲 板室
昌

短 艇 甲板 孜 短 艇

短 艇 甲板 上 の 甲 板 室

艫船橋甲板

操 舵機室

主 　檣

主 檣索具 裝 置

　　 32 枚

　 　 86　 1t

　 　 5 〃

　 135 本

　 　 3 〃

　 197　
tf

　　 77 枚

　 　 31 ”

　 　 2　〃

　 　 42 本

　 120　v

　 　 62 枚

　 　 3婁
tt

　 　 5 「！

　　2t 本

　 103　”

　 全 部薪換

　 　 　 〃

　 　 　 〃

　 　 　 〃

　 　 　 〃

　 　 　 〃

　 　 　 〃

　 　 　 〃

全部取外 し修理

　 　 　 〃

　 　 　 ク

　 全 部新換
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機 關 室 内 の 損 傷

　主機關 2 壷及補機 ．發電 機 4 臺、補助室気圧搾ee　1 臺、其他各 pun1P等 10 數臺の 補機等は全部

火焔 に 包まれ、或 は熔解 し或は龜裂 を生 じ、全 き もの 1 箇 もな し
。 只 内部に冷却用 水 粛 は油の あ り

たる もの 、及外部を全 體 と して 覆ひ あ りしもの は比較的損傷 少 し a 損傷 の 内特に 目立ちた る もの を列

記す れ ば 、

　 （1｝ 主機關臺板一 左右兩舷用 2 臺 に て ．合 計 25箇所 の 龜裂を生 す。 叉車軸中心線ば、前後部 は

　　　 中央部 に 比 して 約 卸寸持ち上 り弓形に歪み居た り。

　 （2） 架構 一 16 箇 の 内 2 箇左舷用 の もの 大龜裂を生す 。 其他 は 多 少の 歪 は生 じ居た る も使用 出來

　　　 る程度 。

　 （3） 曲肱軸一 主機 1 臺 に つ き 2 箇 よ り成 り、3 籥分 の もの 120°

の 角度 に 出來 て ゐ る。1 箇 の

　　　重量約 35 瓲な り。 車軸 中心線に 歪 を生 じ．各 journalに て 種 々 の 方向vc　201100　mm 以 上 の

　　　 狂ひ を生す。

　（4） 気笛蓋一
内部 に 冷却水を通 じ居 りし故 、 大な る破 損 なし 。 但隣 りの 蓋 と蓮結す る 鍔部は 、所

　　　 に よ りて は 2mm 以上 の 狂 ぴ を生 じ居た り。

　 （5） Tie　Rod一 母螺 の 下 2mm 位の 開隙 を生ぜ し所あ り。

　（6） 白色合金は殆ど全部流出使用 に 耐 へ す 。

　 ｛7） 吸鍔 。 吸鍔捧 ，連結樺及十字頭 は殆 ど異 朕な し
。

　  　附屬弁一
外部 に あ り し もの 殆 ど全部破損叉 は熔解使用 に耐へ す。

　（9） 燃料弁及 Pump 一 發條以外は殆 ど異状な し 。

（10） 推力軸及軸承
一

軸は彎曲し軸承 の pad の 白色合金は流出す6

（11） 發電機
一

殆 ど主機關 と同程度の 損傷な り。

（12） Dynamo
，
　Motor 及電線類一 全部再使用 出來ぬ程度に損傷す 。

（13、 其他補機類
一 大體 内部re水 あ りし もの は使用 出來る も ． それ以 外は大 破損 。

ア ル ミ ニユ ーム

　　　等 を使用せ る もの は皆熔解 し居 た り。

（14） Gear 類 一 内部 に 納め られて ゐた gear に は
、 殆 ど歪 を生 じ居 らざ りし も、外部 に露出し火

　　　焔に觸れた る部分は相當に損傷を來せ りo 主機付 val ▽e　leverの 砲金 bush は殆 ど熔解 して 流

　　一 出．叉 は軸 に熔着 し居た り。

　以上記 した る もの は ．普通今 日迄の 修理 の 方式に よれば修理する事は許 されす．凡て新替 とな るべ

き もの と思ふ
。

又 さうす る方が安全で あ り．且乘組員 も安心 し て使用 出來ぬ と主張す る の が今 日迄 の

有漾 で あつ た 。 所が 資材 の 缺乏 、造 船臺不足 の 當時 （1938一工939）に 於 て は 、之等を修理 し て 使用 す る

か　全然船 とする事 を斷念する か の ，2 つ よ り外に途は無 v・
。 吾 々 修理 に從事してゐ る者は、修理 出

　 　 ，

來る もの は修理 して 使用 した とて 、其の 方法 さへ 宜 しければ、決 して 安全性 をそこ の ふ もの で はない
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火 災損 傷船靖 川丸 の 修 理 に 就 い て 、正 木壽郎・萱島英男 璽 1

と固 く信 じて ゐ る 。 それで 斷然修理 し て 使用す る事に決心 した 。 そ と で 、此 の臺板 、此 の 曲肱軸 此

の 推力軸 を．如何 に した らば使用 出來 る 樣 に な るか と云 ふ 事 を研究 し た 。 研 究 と申 して も．普通 の 研

究 に は此 の 損傷せ し もの よ り試驗片 を製作 し、こ れ を研 究 し て 其 の 成績に よ b使用する か 否 か を定む

るの で ある が ．今囘 はそ の や うに 試驗片 を取れば 、少 な くもその もの は使用 出來す、これ で は結局修

理 出來ぬと ととなる の で 、こ れは強さは十分 な りと推定 さるる もの は其 の 變形、歪 の 生 じた る箇所か

ら之れ を取除 き、補強出來る所は補彊 し て 使用す る こ と に決 めた 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　主 機 臺 板 の 修 理

　臺板 は圖面の 通 り、1 臺分が 2 箇 よ り成つ セゐ る。 その各部 の 龜裂箇所を檢査 す る tc．丁 度熔接 し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1− A ．

　　　　　　　　　　　　　　　左盆 ・舎級 變 形 表
　　　　　　　　　　　　　　言巳入 蛾 ． 台放 面 吶 側 ・ 於 ・擾 形 量 ・永 ス け 騨 位 耗 ）
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　 　 　 　 　 　 1− B．

左舷 台板

イ
ー
イ　凶气

一
　1亘j　　

Lコ ー1コ 　断 面

⊥

靆 1

　　　N
．A

「
ヨ i］矢 ’方 向 二 見ノL

烈　 1

」

1
冨

1
卜

1
一
　 1

ハ 〜 L 麺 ＿

た後に 往 々 生 す る龜裂に 似て 、一旦 熱せ られ た る もの が冷却する ときに 、各部が 收 縮せ ん と して 生 す

る燒破 れ と考 へ られ致命傷 と思 はれ る箇所 は無 V 樣 だ つ たが 、之れに 夫 々 適當 と思 はる る所 に ．止 穴

を設 け、補張 の 意味 の 當金 を施 した 。
叉 中心線の 狂 ひ は各部補強當金が すん だ後 、新ら し き中心線 を

想定 し．之 に 倣 つ て 各軸承を再 borin9 した 。 以 上の 如 き方法 は 、3
，
000 馬力以上の 重油機關 に 於て

は新晶と取替ふ る方が安全 とは考 へ られ たが ．種 々 の 事情て 修理 して 使用す る事 に 決めk 。

試運轉の 結果別 に不安 を感する樣 な事は な か つ た 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　曲 肱 軸 の 修 理

　直徑 5ユ5mm の軸 の 歪 を矯正 する こ とは隨分 困難 を感 じた 。

一方向に の み狂 つ たの で はな く．圖の

如 く種 々 の 方向 に 歪 を生 じた の で 、 こ れ は假想の 中心 線を設け之 を基 と し て 、豫 あ軸の 歪 を計算 し之

に 倣 つ て 手仕上 に て 鑢 を使用 し て 歪 を直 し た 。 直徑 が大 き V・ の で 之れに は隨分手間がか か っ た 。

気　　笛　　蓋

　外気 に 直接 接 し て ゐ る 部 分 は歪 を生 じた る も．冷却水 を通 し て あ つ た爲高圧 を受 くる部分 に は別 に

大 した 狂ひ を生 じて ゐ なか つ た の で ．水圧 檢査 に合格せ る もの は使用す る事 どした 。 但兩気笛 を連結
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す る fiange部 は相當に 歪ん で ゐた の で ．此 部 を相當量削 り取 り挿金 を入れ て 使用 した 。 又 之 に先だ

ち最 も歪 の 甚 しか つ た 1 箇 を細か く割 つ て 各部 を檢査 したが 、別 に 火 災の 爲 に 組織 の 變更 を來 しfeと

思は る部 分 は發見出來なか つ た 。

推 力 軸 の 修 理

　推力軸は圖に 示 す通 り、直徑が 種々 異 つ て 居 る 部分 よ り成 b立 つ て 居 る 。 N 此 の 軸 に fiy　whe ．　1 が

附い て ゐ る の で 、 此部分 は直徑が 大 き く 566mm とな つ て居 り、そ の隣 り推力軸承 内に來 る 軸部 と．
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普通 の 軸承 との 中 間 tc、一寸直徑が 他 の 部分 よ り小 さ くなつ た處が ある 。 此の部分で 曲 つ て 居 つ た 。

これ を直す と云ふ 事は非常に困難な事 で あ る。

　御承知 の 慂 り推力軸は總佳上に な つ て ゐ る上 、兩方に couplillg 　fiang
’
e が有 り、之 に 取附孔が あう。

又 且ywhee1 をも取附けね ば な らぬ 。 それ で 一寸の 狂 ひ もど こ か に影響を及 ぼす 。 其儘使用 出來 る程

度迄に 曲 りE−Lfすと云 ふ 事 は隨分困難な こ とで あ る 。　N 曲 り直し後全體 を加熱 して 燒鈍 する場合は 、

其 の 際 自分 の 重量 の 爲め狂 ぴ を生す る 。

　そん なわ け で 一
旦 は取替と決めたが 、然 し當時 こ んな大 きな軸の 出來る 工 揚 は、皆大變繁忙で あ つ た

の で 一こ 年の 期 日間 に は ど う し て も引受け て 昊れな い 。 それ で 此 の 軸が 出來ぬ と云 ふ 事は ．工 事を全

體 中止 する外、途示な くな る
。 進遏谷 ま つ て 夫れ で は何 とか此 の 軸 の 曲 り直しをや らう と考 へ た 。 何

分 最，」・徑 の 部分 で も 370・mm 　th・らあ る の で
、 此 の 曲 殖 し は此 の 部分 を熱して 行ふ 以夘 ・ 普通 の 工 場

で は手 が 出な い 。 然 し此 の熱する と云 ふ 事が 又 更 に 歪 を生する原因 となる し、熱すれば 叉 之 を燒鈍す

る必要が生す る 。 之が 叉 歪 の 原因とな る と云 ふ 樣な わけで 隨分困つ た 。 曲 りの 程度はご く少量な の だ

が ．之れ を完全 に直す必要が あ る の だか ら、なかな か思ふ 樣 に行か な い
。

　圖に 示 す樣 に 定盤の 上 で 曲つ た軸 の 爾方 ec．他 の 軸を迚結し曲 り部 を松炭で除 々 に熱 し ．之が赤熱

さ れ推定 温廉 850°C 位 とな りた る頃 ．片方の 軸 を固定 し曲 り蔀の 近 くに軸承 を罫け 他 の 先端 に重量

を載せ て 下 方に 押 し下げ て 曲 り直 しをした 。 　　　　　　　　　　　　 ．

　此 の 押 し下 げ る量は豫 め定 め て 置 き、其 の 下 に 受臺 を設 けそれ以 上 に は押下 げ られ ぬ樣 に し て行 つ

た 。

　曲 り直す と 、直ち に 此 の 部分 を石綿で 包ん で 燒鈍 も同時に行ふ 考 へ で ．祓 る可 く除 々 に常温 に ま で

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 も

さ ま し た 。 そ して 測定す る と前に 豫定 し た樣 に なほ つ て居 らみ い
。 それで 又や り直 して 見て も矢張 り

駄 目だ つ た 。 そ こ て
’
之は何 か他 に原 因が あ る と考 へ た 。

　よ く燒鈍する と き に 狂 ひ が生す る が ．之れ も夫 れで 、長 い 時聞か け て そろ そろ冷却 して 常温に 復 さ

すとき、．自分 自身の重量が影 響す る の で はな い か と考へ 加工 後石綿で 包み、燒鈍 しを蒹 ね て 冷却 す

る とき、軸 を 5 分毎 に 囘轉 して 自分 の 重 さ の 影響 を除 く事を考へ て實行 した 。 そ した ら 丁度思 つ た

樣 に直 つ た 。 　　　　 ・ 、

　か う云 ふ 方法で
一部 を燒 い て加工 し、そ の ま S葺時間か け て 常温に復さす と云 ふ方法 は ．餘 り感心

し た方法 で はな い が 、全 體熱 して は歪が ひ ど くて 、前 よ り もよ り多 く歪 む虞れが あ る の で 、それ は避

けた 。　　　　　　　　　　
’

　か う云 ふ 風 に軸 の
一部 を熱 し ．叉 それ を自然に さま した儘使用す る と云 ふ 事に は、多少 不安 を感 じ

たの で 、小 さ な見本 を製 作 し て 同 じや うな方法 で 加工 し、之 よ

．
り試驗片を製作 し て 檢 べ た が加工 前 と

加工 後 とは數字的 に表すほ どの 差 は出なか つ た 。
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匿里　 　　　 　　　 　　　 　　講　 　　　　 　 演

　　　　　　　　　　　　　　　　 發 電 機 、 電 動 機

　電気關係 の もの は殆 ど使用 に 堪 へ す、全部 新替 した 。 其他 の もの は 矢張 り上記 の 趣 旨 で 、成 る 可 く

現在 の もの を加工 し、修理 して 使用 した 。

　　　　　　　　　　　　　　　　 試　　 蓮 　　 轉

　爾主機と も陸上 に
一

旦 組立て N ．valve 　setting を行ぴ たる上分解 して ．本malC積込 み再 組立の 上試

運轉 を し た 。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
一

　Brown 　Boveri 式の supereharger の 製作が間 に 合ぬ の で 、　superchal 　ger は使用せ すに 運 轉した a

こ の 爲め馬 力が 20％ 位減少 し．從 つ て速力 も減少 する もの と考へ た の で 、 こ の 時 の 效攀 を良 くす る

たあ推進器 の 節 を約 1 呎程減少 した 。 此 の 量は遞信省の 山縣博士 に 、御 計算をお願ぴ した もの で あ る a

　引渡を了 した後、今 日迄主機關 に は こ れ ぞ と 云 ふ 故障 も起 らす、只今本船 は南米 tc行 つ て 居 る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 4．
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・r 璃塾災損傷船靖川丸 の 修 理 に 就 い て 、 正 木壽郎 ・ 萱 島 英男 垈

、

丶
毛

靖 川 丸 修 理 前 の 外 觀

靖川丸損傷 圖 Boat　Deek よ り後部上 甲板 を見 る
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火災損傷船 靖川丸 の 修理 に 就 し・て
、

fE木壽郎 ・至：1三島英男 29エ「

靖川 丸 砧體歪 み て 般 尾 の 持 上 り居 る と こ ろ

靖川 丸 上 甲板陥沒 し て 中 甲板 と接 觸せ る と こ ろ
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1292 茎 演

　　　　　　　　　 県 川 丸 中 甲板 上 に あ り し豫備推進器 翼

靖 川 丸 入渠 の 上損傷部 を取 外せ し と こ ろ

甼

N 工工
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火災損 傷船靖 川 丸 の 修理 に 就 い て
、

正 木壽郎 ・萱島英男

馴 嬢 關室 畷 艨 少 1・．j部の も。 醜 又 蹶 外 、 あ 、）

293 ：

偏 川丸主機 Lii／ing　Gear の 損傷

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Society of Naval Architects of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　of 　Naval 　Arohiteots 　of 　Japan

座 講 演

醐 1｝丸機開室 内 に ・ジ・ い 一E機月艨 備室気lv（
’

ぺ奪の 祺傷

靖 川丸 兩 気笛蓋 の 鍔部 の 變形 を示 す

N 工工
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丞災趨 艦 訓
1
塑 修瑠 ：就 い て 、正 木壽郎 ・萱 島英 男 295i

　　 靖川 丸硬電機 ・｝i軸承の 白色 合金 の 熔解 して 流 出せ る 有様 を示 す

譲覊 雛

匝
麟

　

「
課靉…！

靖 川 丸 架 構 の 損 傷
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1296 講 演

靖 川 丸 主 機 寮 板 h の 燒 破 （1）

難

ー

撰

・

湊
ザ

難
鵜

　

　

　

　

　

　

　

　

　（

覊
驪
噸

 ．
饗

鯖

靖 川 丸 主 機 臺 板 上 の 燒 破 （2）
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火災損鑁 i培川些の 修 理 に 就 い て
、 正 木壽郎 ・鷯 英男

墅 」

靖 川丸主機 Crank 　Brass の 白色合金 の 欣態

端 川 丸 中 間 軸 の 曲 り 直 し 作 業
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298 講 演

站 川 丸 毛 機 2 臺
．
1：場 内 に て 組 立 中

由

呼・
「

1

†

イ蔭 理 成 り て 試 運 轉 中 の 靖 川 丸

、
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火 災損傷船靖川 丸 の 修理 に 就 い て、正 木壽郁 ・萱島芙男 盥 ｛

討
畳ム

ロ冊

○座長（岩井詰文習） 只 今の 御講演に對 〔、，御討論御意見か 御座 い ま した ら御發言 願ひ ます 。 別

に 御座 い ませ ん樣 看 あ り ます か ら、私か ら御禮 を中上げ まつ 。 今 日我 が國 と して は未 曾有の 事變下 に

　あ b 、 船腹 の 擴充の 必要な る事 は皆樣御承知 の 通 りで あ ります 。　こ の 爲め に に國内の 造 船 の み な ら

す，外國の 古婚 をも一
時購入 せね ば な らぬ際 であ ります 。

こ の 時　
一
般に は探用殆 ん ど不可能 とされ

’
　 Silvercyp】・css 號 の 修理 を 20 箇月以 上 の 哉月 と非常な御苦心 を以 て 總 て の 困難 を克服 せ られ，滋

に 見事 に之 を完成せ られ 眞に 無 よ り有を生 ぜ 1．め て 我國船腹 の 急場に應ぜ られた事 は國家 に非常の 貢 ，

獻 をな さ れ た の で あ りまし て 誠 に 敬服 に 堪 へ ぬ次第で あ りまず。 本 日 は其 の 修理 の 詳細 に 付 き様 々 御

苦心 され た事 を腹藏な く詳細 に御發表下 さ い ま して n 吾 々 會員一同般舶修理 に 關す る知識 を非常に深

め さ せ て頂 い た事は誠に 感謝に堪 へ な い 次 第で あ ります 。 茲 に兩君 の 御講演に 塁トし拍手 を以 て 感謝の

意を表 し た い と思 ぴ ます 。
「一同拍手 ）

閉　會　の 　辭

O 座 長（岩井砧文碧 ）　會長 に代 りま し て ．一言閉 會の 挨拶を申上げ ます 。 只今の 講演 を もちま L

て 本 日 の 講演 を全 部滯 りな く絡 りま した 。 貴重 な御研究 を御發表 下 さ い ま i、た講演者 の 方 々 竝 に 會 員

各位の 早朝 よ り熱心 に傾聽せ られ た事に 封 し誠に協會 と し て 感謝に 堪へ ませ ん 。 茲 に 皆嫌 と共に 拍手

を以 て 講演會を絡 る事 と致 します 。 （
− 1，

：
rj拍手 ）

N 工工
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